
 

令和４年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立美園中学校 ）     学校番号 ２１３                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 生徒一人ひとりの可能性を伸ばし、豊かな自己実現を促す学校        

          

重 点 目 標 

１ 学びの価値を見出し、生き生きと学習する生徒を育成する。 
２ 「安全・安心」への意識やスキルを高め、体制を強化する。 
３ コミュニティ・スクール実施初年度として、学校運営協議会において理念等を共有する。 
４ 「教師が教える授業」から「生徒が主体的に学ぶ授業」への転換を図る。 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和５年２月１７日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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〈現状〉 

○全国学力学習状況調査の生徒質問紙において、

約９割が全国の値を上回り、おおむね良好な結

果である。 

○自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、

話の組み立てなどを工夫して発表することに意

欲的な生徒が多い。 

○全国学力学習状況調査において、「各教科など

で学んだことを生かしながら、自分の考えをま

とめたり、思いや考えをもとに新しいものを作

り出したりする活動を行っていましたか」とい

う質問に対し、肯定的に答えた生徒の割合が全

国平均を下回った。 

〈課題〉 

○学習の定着や取組に個人差が見られる。 

○学んだことを生かしながら、自分の考えをまと

めたり、思いや考えをもとに実社会や実生活と

の関わりを考え、新しいものを作り出したりす

ることが苦手な生徒が多い。 

・「主体的・対

話的で深い学

び」「個別最

適な学び」の

育成に向けた

情報端末の活

用、授業の工

夫・改善 

 

 

 

①「さいたま市「アクティブ・ラーニン
グ」型授業を積極的に行い、授業の
中で自分の考えをまとめたり、他者

の意見を取り入れ修正したりしなが
ら試行錯誤を繰り返し、思考力・判
断力・表現力を育成する。 

②全校を挙げての家庭学習「実のチャ
レ」の充実を図る。自主学習型コン
テンツを利用するなどして、個々の

学習状況を把握・分析し、組織的な
支援や相談を行う。 

③協働学習を充実させるための ICT の効

果的な活用方法を学ぶ研修を学期に
１回行い、指導力を高める。 

①ICT も活用し、自分の考えをまとめた

り、他者の意見を聞いて考えを深めた

りして試行錯誤しながら答えを導き出

すなど「さいたま市『アクティブ・ラ

ーニング』型授業」ができたか。 

②生徒が自らの学習を振り返り、自己の

課題を明確に捉え、家庭学習を含め、

自らの学習を調整しながら粘り強く学

習に取り組むことができたか。 

③学期に１回行った ICT の効果的な活用

方法を学ぶ研修を、実際の授業で活か

すことができたか。 

①授業において ICT を積極的に活用し、「よ

い授業」アンケートの「ICT 活用」の項目に

おいて、89％の教員が目標値を上回った。

また、「アクティブ・ラーニング」に該当

する項目においても、市の平均を 1.0 ポイ

ント上回る結果となった。 

②「実のチャレ」に意欲的に取り組む生徒が

多くみられたものの、生徒アンケートによ

る「家庭学習への取組」の項目への肯定的

な回答の割合は 66％となった。 

③全体研修としてはプログラミング研修を実

施し、その他は個々の教員のニーズに応じ

て ICT 支援員のサポートを受けスキルアッ

プを行った。 

Ｂ 

タブレットについて、授業における

日常的な使用は定着しているが、さら

に効果的な使用へと発展させたい。タ

ブレットを使うからこそ深まる指導内

容や指導の在り方、授業以外の教育活

動における活用、個別最適な家庭学習

への使用など研究を深めるとともに、

教員の技能向上を図る。 

 

・ＩＣＴ機器を活用した授業は

将来的なことを考えると必要で

大切なものであるが、生徒と教

師の人間関係が希薄にならない

ようにする必要がある。 

・タブレット端末の扱いが苦手

な生徒に対するフォローをしっ

かりとしてもらいたい。 

・「実のチャレ」の取組は非常

に良い。さらに充実させるため

の工夫をしたい。 

・ＩＣＴ機器を活用した授業の

大切さは理解できる。しかし、

書いて学ぶ学習も必要であるた

め、従来の学習方法とＩＣＴ機

器を活用した学習方法をどのよ

うに組み合わせれば有効な教育

効果が得られるか研究が必要で

ある。 

・実社会や実生

活との関わり

を実感できる 

「STEAMS TIME」

の構築 

①各学年の「STEAMS TIME」の PBL にお

いて、実生活や実社会の課題を設定

し、教科等横断的な学習活動を基盤に

探求的な活動を行う。 

②外部指導者等を招聘し、学びと実生活

や実社会とのつながりが実感できる授

業を行う。 

①「STEAMS TIME」において一人ひとり

が実生活や実社会と結びつきのある課

題を設定し、試行錯誤しながら自分の

考えを導き出すことができたか。 

②外部指導者による指導が、生徒の学び

に活かされているか。 

①各学年のテーマをもとに、課題を設定して

取り組んだ。特に３年生においては、商品

開発をして実際に販売して利益を生み出す

など、教科等横断的に学びを深め、実生活

や実社会との結びつきを実感していた。 

②埼玉大学より講師を招聘し、生徒への直接

指導を通して学びを深めることができた。 

Ａ 

 今年度からの新しい取組として整え

たテーマやストーリーを基本とし、肉

付けをしてさらなる充実を図る。ま

た、各学年の活動をとおしてはぐくむ

力を整理し、１学年から３学年まで、

系統性をもった指導ができるように研

究を深める。 
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〈現状〉 
○７割以上の生徒が自転車で通学しており、登校
中の事故により救急搬送されるケースもある。 

 （体の安全） 
○令和３年度学校評価生徒アンケートにおける
「楽しく学校生活を送っていますか。」の項目

について肯定的な回答の割合が 97％であった。
（心の安全） 

〈課題〉 

○交通量が多い、防犯上の危険があるなど、安全
な登下校は喫緊の課題である。 

○予測困難な社会情勢やコロナ禍における不透明

感がある中で、生徒たちが安全・安心に、明る
い学校生活を送ることができる体制づくりが求
められる。 

・安全意識と行

動スキルを高

めるための、

生徒が主体的

に取り組む安

全に係る教育

活動の実践 

①生徒会組織等を軸とし、生徒と教員が

意見を出し合い、安全な登下校がで

きるようにすることを目的とした取

組を実施する。 

②「STEAMS TIME」の第１学年におい

て、自分自身が美園地区の安全・安

心をつくる一員であることの自覚を

高める。 

①生徒会等の活動において、生徒が主体

となって「安全・安心」に係る取組が

実施された。 

 

②第１学年「STEAMS TIME」PBL の振り

返りにおいて、生徒の安全・安心の意

識が高まったか。 

①安全委員会が主体的に考え、安全な登下校

を目指して、生徒会朝礼などで注意喚起を

行った。 

②１学年の「STEAMS TIME」で地域の安全・安

心（交通・防犯・災害等）について調査

し、実生活に活かせるものを新聞にまと

め、意識を高めた。 

Ｂ 

自転車通学者が全校生徒の７割以上
を占める本校において、安全・安心に
対する実践的な力を身に付けさせるこ
とは喫緊の課題である。そのため、生
徒が自分事としてとらえ、主体的に考
え、実践できるような指導を工夫す
る。また、社会をつくる一員であると
いう、内面的な指導についても、教職
員の共通理解のもと推進する。  

・自転車事故を「０」にするこ

とは難しいが、「０」に近づけ

ることはできる。安全な登下校

について自分事として考える場

面を作ってもらいたい。 

・学校としての安全教育への発

信を積極的に行っていく。 

・小学校と連携した交通安全教

育が必要ではないか。 

・自転車は車両であり、加害者

となる可能性が十分あることを

理解させたい。 

・通学路の見直しは適宜行うべ

きである。 

・生徒一人ひと

りの気持ちに

寄り添う校内

体制の充実 

 

 

①「美園ハート・プロジェクト」に基づ

きアンケートや面談を定期的に実施

し、生徒理解を深める。 

②いじめの早期発見、早期対応ができる

よう「情報共有シート」を取り入

れ、指導・支援に活用する。 

①生徒理解や支援のための二者面談やア

ンケートを定期的に行い、組織的に対

応することができたか。 

②いじめの早期発見、早期対応ができる

システムを構築できたか。 

①学期に１回二者面談を実施すとともに、心

と生活のアンケートや独自で行っている生
徒指導アンケートから、心配される生徒と
の面談を実施し、組織的に対応した。 

②「情報共有シート」を活用してのシステム
に移行しているところである。 

Ｂ 

 些細なことでも大事に至る可能性が

あることを念頭に置き、引き続き迅速
かつ丁寧に対応する。また、速やかに
正確に情報を共有し、組織的に対応で

きるより明確なシステムを構築した
い。 
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〈現状〉 
○昨年度は準備校として、第１回の会議において
「学校運営協議会」の在り方等について説明す

るとともに、本校の現状や課題について共有し
た。第２回の会議でテーマ等を決定する予定で
あったが、新型コロナウイルス感染拡大防止の

ため、書面等でご意見を頂戴し、「安全・安
心」に決定した。 

〈課題〉 

○それぞれの立場から見える現状や課題等につい
て、今年度から始まる熟議をとおして明確化
し、今後の通学路についても視野に入れた方向

性を共に見出していくことが求められる。 

・ 本 校 の 「 安

全・安心」に

係る現状や課

題の共有 

①本校の安全・安心」に係る課題や指導

等について学校運営協議会で説明する

とともに、熟議における各委員との話

合いを通して、明確化する。 

②「安全・安心」に係る教育活動を積極

的に公開する。 

①本校の「安全・安心」に係る課題や指

導等について共通理解が図られ、熟議

を深めることができたか。 

 

②「安全・安心」に係る教育活動を公開

することができたか。 

①学校運営協議会で本校の「安全・安心」に

向けた熟議を行った。通学の安全の確保に

向けて、運営協議会として警察へ要望書を

提出することができた。 

②学校ホームページに学校運営協議会の内容

をアップし、学校だよりにて生徒の安全・

安心に係る記事を掲載した。 

Ｂ 

学校運営協議会では、引き続き交通

安全を中心に熟議を行い、課題を明確

にするとともに、解決に向けた協議を

深めていきたい。 

また、次年度こそは、生徒が実際に

活動しているところを公開したい。  

・学校運営協議会はこれまでの

評議員会と比べ熟議ができるの

で理念を共有しやすい。 

・アプリ等を利用して、ＰＴＡ

とも連携し、現状や課題を共有

できるとよい。 

・生徒増が見込

まれる今後を

見据えた通学

路について方

向性の検討 

①学区のマップや交通状況等が分かる資

料を提示し、現状の共通理解を図る。 

②新しい通学路の設定等、具体的な解決

方法について協議をする。 

①分かりやすい資料を提示し、現状につ

いて共通理解を図ることができたか。 

②今後の通学路について、具体的な方向

性を検討することができたか。 

①安全委員の生徒が通学路内に潜む危険につ

いて視覚に訴える効果的な資料をまとめ、

注意喚起を行うことができた。 

②学校運営協議会では、今後の通学路について

検討を行うことができた。 

Ｂ 

生徒数があと数年で爆発的に増加す

ることを踏まえ、学校・保護者・地

域・行政が課題を共有し、それぞれの

立場で行うことを具現化する必要があ

る。 
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〈現状〉 

○令和３年度は、さいたま市教育委員会の研究委
嘱を受け、「生命を大切にする心を育む教科横
断的な道徳教育の実践」をテーマとして道徳教

育について発表を行った。 
○今年度は、前年度の研究を踏まえ、「主体的・
対話的で深い学びを通した教科等横断的な探求

的学習指導の研究～実社会で新しい価値を生み
出すことのできる生徒の育成～」を研究テーマ
とした。 

〈課題〉 
○新学習指導要領に基づき、授業改善や ICT の活
用等を行っているが、実践の頻度や技能には教

員間で個人差が見られる。 

・今年度新設の

「STEAMS TIME」 
 における指導
と評価の系統

性等の確立 
・ICT の活用能
力の向上 

 
・「教師が教え
る授業」から

「生徒が主体
的 に 学 ぶ 授
業」への転換 

①外部講師を招聘するなどした「STEAMS 

TIME」の校内研修を実施する。 

②各学年の「STEAMS TIME」の授業を互

いに参観し合うことを通して本校にお

ける系統性について研修を深める。 

③協働学習を充実させるための ICTの効

果的な活用方法を学ぶ研修を学期に１

回行い、指導力を高める。（再掲） 

④各教科において「さいたま市『アクテ

ィブ・ラーニング』型授業」を推進す

る。 

①校内研修を通して、「STEAMS TIME」 

についての理解が深まったか。 

②他学年の「STEAMS TIME」を参観し、

系統性や次年度への見通しをもつこ

とができたか。 

③学期に１回行った ICT の効果的な活用

方法を学ぶ研修を、実際の授業で活

かすことができたか。（再掲） 

④「よい授業」の因子４（児童生徒の活

動）や学校評価アンケート（教職

員）のアクティブ・ラーニングにつ

いての評価項目が向上したか。 

①外部講師を招聘して「STEAMS TIME」の校
内研修を実施することで、目指す方向性や
具体的な取組等について理解を深めること
ができた。 

②３年生の取組に全校で参加したり、校内研
修で教員がグループ協議したりすることを
通して、見通しを持つことができた。 

③同上 
④学校評価では ICT機器を活用した「さいた
ま市『アクティブ・ラーニング』型授業」
について「達成できた」、「概ね達成でき
た」の評価は１００％であった。 

Ａ 

 新学習指導要領の趣旨を踏まえ、

「主体的・対話的で深い学び」の実現

に向け、各教員が各教科における見

方・考え方を一層明確にして指導に当

たる必要がある。また、ＩＣＴを効果

的に使用し、「ＳＴＥＡＭＳ ＴＩＭ

Ｅ」を中心とした教科等横断的な視点

に立った探究的な学びや、アクティ

ブ・ラーニング型授業、個別最適な学

びの推進に向け、研修を深める。 

 

・自分が身に付けた考えを発表

する場（表現力）を積極的に作
り、鍛えることで能動的（主体
的）な学習につながる。説明

（表現）するためには理解して
いることが必要であるため、主
体性を育てるために表現力を磨

く指導を充実させてほしい。 
・教科の授業で主体的に学ぶた
めには、予習させる取組も必要

ではないか。 
・主体的な学びを推進するため
には教師の力量を高めることも

必要となる。 



 


